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安全対策は
　　“ＫＹ（危険予知）朝礼”から!
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ぐ安全行動です。ぜひ朝礼から実
践を。７月１日からは全国安全週間
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開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

7月10日（金）
令和8年度 
岐阜県森林研究所 

「研究成果発表会」

●内容：岐阜県森林研究所で取り組んでいる森
林管理や森林資源の活用に関する研究成果を
紹介します。

●時間：13:15～16:15（受付12:45～）
●参加料：無料
●事前申し込み：6月中旬ごろから当所ホーム

ページにてお知らせします。

わかくさ・プラザ　多目的ホール 
（岐阜県関市若草通2丁目1番地）

岐阜県森林研究所 
（岐阜県美濃市曽代 1128-1） 
TEL：0575-33-2585

8月8日（土）
第3回狩猟免許試験 

（わな、第一種銃猟、
第二種銃猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：7月3日～7月17日
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しく

は右記のお問い合わせください。

揖斐川町地域交流センター 
はなもも

各地域を所管する県事務所等、
または自然環境課
TEL：058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（7月～8月）
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「白山白川郷ホワイトロード」が
６月12日開通予定

片道利用料　
1,400円
1,700円

軽自動車
普通自動車

　岐阜県白川村と石川県白山市を結ぶ山岳有料道路「白山白川郷ホワイトロード」が、６月12日に開通する予定です。
　雄大な自然の中をドライブしながら、白山連峰の絶景や雲海を心行くまで堪能できます。
　なかでも「白川郷展望台」では、世界遺産白川郷の山々を一望できるほか、ブナ原生林での森林散策や、三方岩岳
へのトレッキング等、多彩な楽しみ方を体験できます。
　詳細は、白山林道岐阜管理事務所へお尋ねいただくか、ホームページをご覧ください。

【森林保全課　水源林保全係】

白山林道岐阜管理事務所　
ＴＥＬ／ＦＡＸ　０５７６９－６－１６６４

（公社）岐阜県森林公社 高山出張所
ＴＥＬ　０５７7－33－１111（276）
https://hs-whiteroad.jp/

6月12日～11月上旬

※新緑のホワイトロード ※白川郷展望台

電話でのお問い合わせ先

通 行 料 金

開 通 期 間
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　森林の減少や荒廃を防ぎ、森林を適切に管理することで、持続可能な社会をつくることを目的とした世界
基準の認証制度です。認証には２つの種類があり、森林が環境に配慮し適切に管理されているか審査する管
理認証「FM認証」と、認証原木材等を適切に管理加工・流通が行われているか審査する加工流通認証「CoC認証」に分
かれます。また、審査は第三者機関が行います。

　審査を受けた認証製品には、右上図のような認証マークが必ず表記されています。
　このマークがある製品を選ぶことは、森林保全への直接的な貢献につながります。

地域を守り、未来を築く
岐阜県県営林Ｊ－クレジット

県営林整備の増進。企業評価の向上―
岐阜県では、森林吸収系クレジットである「岐阜県県営林
J－クレジット」を販売しています。販売収益は県営林の整
備に役立てられます。購入者はカーボン・オフセット等に利
用でき、環境への貢献などのＣＳＲ効果も期待できます。
※CSRとは：企業活動において、社会的公正や環境などへの配慮を組み

込み、従業員、投資家、地域社会などの利害関係者に対して責任ある行
動をとるとともに、説明責任を果たしていくことを求める考え方

Ｊ－クレジットは何に使える？－
経団連カーボンニュートラル行動計画の目標達成やカーボ
ン・オフセット、地球温暖化対策の推進に関する法律の報
告など様々な用途に活用できます。

Ｊ－クレジットとは―
省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用に
よるCO2等の排出削減量や、適切な森林管理によるCO2

等の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度です。
本制度は、国により運営されています。

カーボン・オフセットとは―
カーボン・オフセット（carbon offset）とは、自分が出す
CO2をほかの人が削減したCO2で排出量全体、または一
部を穴埋めする制度です。

●販売単価　11,000円／t-CO2（消費税及び地方消費税を含む） ●販売時期　令和8年４月１日～令和9年２月２6日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細は岐阜県公式ホームページによりご確認ください。
●販売数量　最小販売単位は１t-CO2で１t単位での販売 ●購入申込　岐阜県公式ホームページから様式をダウンロードして郵送にて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請してください。

販売に関する問い合わせ先　岐阜県林政部森林保全課　ＴＥＬ．０５８ｰ２７２ｰ８49６　Ｅメール. c11519@pref.gifu.lg.jp
制度に関する問い合わせ先　Ｊ－クレジット事務局　https://japancredit.go.jp/

出典：Ｊ－クレジット事務局ＨＰ 岐阜県公式HP

　岐阜県、東白川村森林組合、飛騨高山森林組合、郡上森林組合、白川町の５団体で、「岐阜県グループ」としてFM認証を
取得しています。
　各事業体によるFSC基準に基づいた森林管理に加え、東白川村森林組合では「東白川村FSC認証材普及推進協議会」
を設立し、認証材を用いたFSC認証材の普及啓発活動を行っています。令和７年度は（公財）世界自然保護基金ジャパン
（WWF）の協賛のもと、東白川小学校1年生へFSC認証材で製作した「机の天板」を寄贈しました。
　他にも、飛騨高山森林組合では認証林内において、高山市の学校の児童とともにカラマツの補植活動を実施し、FSC認
証の普及啓発を行いました。

FSC®森林管理認証（FM認証）について

東白川小学校へ寄贈した「机の天板」 飛騨高山森林組合による補植活動

≪お問い合わせ先≫　岐阜県林政部森林保全課水源林保全係　ＴＥＬ　０５８－２７２－８４９６

FSC認証制度とは

FSC認証マークについて

岐阜県グループについて
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岐
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【
労
働
災
害
発
生
状
況
】

　

岐
阜
県
内
で
令
和
７
年
に
発
生
し
た
休
業
４

日
以
上
の
労
働
災
害
に
よ
る
全
産
業
の
死
傷
者

数（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
も

の
を
除
く
）は
、
２
，
２
４
７
人
と
前
年
に
比
べ

て
45
人（
２
・
０
％
）減
少
し
、
第
14
次
労
働
災

害
防
止
推
進
計
画（
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９

年
度
ま
で
の
５
か
年
計
画
。
以
下「
14
次
防
」と

い
う
。）の
目
標
で
あ
る
年
間
２
，
２
６
３
人
以

下
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
死
亡
者
数
は
６
人
で
前
年
に
比
べ
て

10
人
減
少
し
、
14
次
防
の
目
標
で
あ
る
年
間
12

人
以
下
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
業
種
別
で
は
、
製
造
業
７
３
３
人（
２
・

１
％
減
）、
建
設
業
２
２
２
人（
７
・
１
％
減
）、

運
送
業
２
０
９
人（
15
・
０
％
減
）、
林
業
46
人

（
９
・
５
％
増
）、
商
業
等
９
９
３
人（
２
・
６
％

増
）と
な
っ
て
お
り
、
商
業
等
の
第
三
次
産
業

に
お
け
る
労
働
災
害
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

事
故
の
型
別
で
は
、
転
倒
が
５
９
７
人（
26
・

６
％
）と
最
も
多
く
、
災
害
全
体
の
４
分
の
１

以
上
を
占
め
て
お
り
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

年
齢
別
の
構
成
率
に
つ
い
て
は
、
50
歳
代
が

25
・
１
％
と
全
体
の
４
分
の
１
以
上
を
占
め
最

多
と
な
り
、
60
歳
代
21
・
８
％
、
40
歳
代
16
・

　

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
１
５
１
条
の
96
で

は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
う
場
合
、
立
入
禁

止
の
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
作
業

を
行
う
前
に
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
例
②

　

直
径
20
㎝
未
満
の
木
で
あ
っ
た
た
め
、
受
け

口
を
作
ら
ず
に
伐
採
し
た
と
こ
ろ
、
滑
り
落
ち

た
木
が
足
に
激
突
し
て
、
休
業
５
か
月
を
超
え

る
負
傷（
足
の
骨
折
）を
し
た
。

　

胸
高
直
径
が
20
㎝
未
満
の
木
を
伐
木
す
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
状
況
に
よ
っ
て
は
受
け
口
を

作
る
な
ど
、
安
全
な
作
業
方
法
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い（
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
４
７
７
条
参

照
。）。

【
全
国
安
全
週
間
】

　
「
全
国
安
全
週
間
」は
、
昭
和
３
年
に
初
め
て

実
施
さ
れ
て
以
来
、「
人
命
尊
重
」と
い
う
基
本

理
念
の
下
、「
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害

防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」を

目
的
に
、
一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら

れ
、
今
年
で
99
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
安
全
週
間
は
、「
多
様
な
人
材　

全
員
参
加　

み
ん
な
で
育
て
る
安
全
職
場
」の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
、
７
月
１
日
か
ら
７
月
７

日
ま
で
を
本
週
間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
全
国
安
全
週
間
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
、

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
と

し
て
い
ま
す
。

　

労
働
災
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
労
働
者
一

人
一
人
が
安
全
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環

境
を
築
く
た
め
に
は
、
労
使
一
丸
と
な
っ
た
取

組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

皆
様
方
も
、「
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
安
全
へ
の

所
信
表
明
」、「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
職
場

の
総
点
検
の
実
施
」、「
安
全
旗
の
掲
揚
、
標
語

の
掲
示
、
講
演
会
の
開
催
等
の
安
全
衛
生
活

動
」、「
緊
急
時
の
措
置
に
必
要
な
訓
練
の
実
施
」

等
の
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

岐
阜
労
働
局
及
び
県
下
の
労
働
基
準
監
督
署

で
は
、
準
備
期
間
を
含
め
、
全
国
安
全
週
間
に

お
い
て
労
働
災
害
防
止
に
係
る
様
々
な
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。【

岐
阜
労
働
局
健
康
安
全
課
】

８
％
、
20
歳
代
12
・
１
％
、
と
続
い
て
い
ま
す
。

50
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
労
働
者
の
高
年
齢
化
が
労
働
災
害
が
減
少

し
な
い
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
】

　

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
、
令
和
元
年
は

51
人
で
、
以
降
は
40
人
台
で
増
減
を
繰
り
返
し

て
お
り
、
近
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
す
。
令

和
７
年
の
災
害
を
分
析
す
る
と
、
死
傷
者
数
46

人
の
う
ち
、
事
故
の
型
別
で
は「
飛
来
・
落
下
」

が
14
人
で
約
３
割
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち

12
人
は
起
因
物
が「
立
木
等
」で
あ
り
、
伐
木
作

業
中
の
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
伐
木
作
業
等
に
係
る
労
働
安
全
衛

生
規
則
に
基
づ
く
措
置
や「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に

よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
平
成
27
年
）に
示
さ
れ
て
い
る
措
置
を

遵
守
し
、
伐
木
作
業
中
の
立
入
禁
止
措
置
、
か

か
り
木
処
理
作
業
に
お
け
る
危
険
防
止
等
の
安

全
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
令
和
７
年
の
林
業
の
災
害
事
例
】

　
事
例
①

　

立
木
を
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
押
し
倒
し
た
と
こ

ろ
、
倒
れ
る
立
木
の
枝
が
、
隣
接
し
た
木
の
枝

に
引
っ
掛
か
り
、
枝
が
折
れ
て
別
の
作
業
者
の

頭
に
激
突
し
、
休
業
５
か
月
の
負
傷（
頭
部
打

撲
傷
）を
し
た
。
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交 流 派 遣 を 終 え て

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
本
巣
市
役
所
林
政
課
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
市
町
村
で
は
、
林
政
業
務
全
般
に
加
え
て
環
境
系
の
一
部
業
務
も
担
う
た
め
、

県
に
お
け
る
業
務
経
験
分
野
の
少
な
い
私
に
と
っ
て
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　
着
任
早
々
の
４
月
２
日
、
国
道
１
５
７
号
線
の
迂
回
路
と
し
て
も
機
能
す
る
根
尾
上

大
須
地
区
の
折
越
林
道
に
お
い
て
、
雪
解
け
と
と
も
に
大
量
の
崩
土
が
発
生
し
通
行
不

能
と
な
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
地
元
建
設
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
業
者
お
よ
び

担
当
者
で
協
議
の
う
え
、
ひ
と
ま
ず
崩
土
を
除
去
し
、
そ
の
後
、
岐
阜
農
林
事
務
所
の

治
山
係
や
林
道
担
当
と
検
討
を
重
ね
、
翌
週
に
は
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
市
長
レ
ク
に

入
っ
た
こ
と
が
、
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
近
年
増
加
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
、
奥
山
で
な
く
生

活
環
境
に
近
い
場
所
で
様
々
な
形
で
頻
発
し
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
国
道
１
５
７
号
線

の
本
巣
市
佐
原
地
内
に
お
い
て
国
道
へ
土
砂
が
流
出
し
た
際
に
は
、
岐
阜
土
木
事
務
所

が
初
動
対
応
を
行
い
、
国
道
に
直
行
す
る
流
路
に
つ
い
て
は
治
山
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
岐
阜
農
林
事
務
所
治
山
係
と
市
が
連
携
し
て
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
旧
本
巣
町
の

住
宅
街
裏
山
か
ら
の
土
砂
流
出
へ
の
対
応
で
は
、
市
建
設
課
と
林
政
課
が
現
地
対
応
し
、

最
終
的
に
は
や
は
り
治
山
係
に
よ
り
対
応
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
管
理
の
林
道
に
お
い
て
も
、
想
定
を
超
え
る
雨
量
の
発
生
に
よ
り
、
林
道

法
面
上
の
流
路
崩
壊
、
法
面
か
ら
の
湧
水
に
よ
る
崩
壊
、
大
型
土
の
う
に
よ
る
応
急
復

旧
箇
所
の
流
出
な
ど
が
相
次
ぎ
、
市
単
独
予
算
の
中
で
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
、
や

り
く
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
軽
微
な
も
の
も
含
め
こ
う
し
た
災
害
の
発
生
情
報

は
ま
ず
市
町
村
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
初
期
対

応
を
行
う
市
町
村
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
応
以
外
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
の
対
応
も
未
経
験
の
業
務
で
し
た
。
折
し

も
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
長
の
判
断
で
市
街
地
に
お
け
る
緊
急
銃

猟
が
可
能
と
な
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
連
日
の
よ
う
に
ク
マ
の
映
像
が
放

送
さ
れ
る
な
ど
、
一
般
の
方
々
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
分
野
で
は
、
特

に
市
町
村
で
は
猟
友
会
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ク
マ
対
応
も
災
害
対
応
と
同
様
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
に
初
動
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
分
、
市
町
村
の
負
担
も
非
常
に
大
き

い
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
産
広
葉
樹
を
新
た
に
市
内
で
加
工
・
流
通
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、

現
所
属
で
の
業
務
と
も
関
連
す
る
分
野
で
あ
り
、
市
内
の
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
く
点
に
大
き
な
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
今
後
も
林
政
課
の
皆
様
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
巣
市
役
所
の
皆
様
、
特
に
日
々
発
生
す
る
難
題
の
解
決
や
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
、
事
業
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
産
業
経
済
部
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
２
年
間
に
渡
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
20
年
近
く
県
庁
で
の
業
務
が
続
い
て
い
た
た
め
、
揖
斐
川
町
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た

時
に
は
、
大
き
な
期
待
と
現
場
で
自
分
が
通
用
す
る
の
か
と
い
う
不
安
で
複
雑
な
思
い

の
な
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
西
濃
方
面
は
、
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
関
り
が
な
く
、

当
然
、
周
り
の
人
達
は
初
対
面
の
方
ば
か
り
で
す
。
初
め
の
一
ヵ
月
間
は
、
環
境
に
慣

れ
る
事
と
地
名
を
覚
え
る
事
で
精
一
杯
で
し
た
が
、
職
員
の
方
に
は
色
々
と
気
を
使
っ

て
い
た
だ
き
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
年
目
は
、
森
林
経
営
管
理
室
長
と
し
て
、
森
林
・
林
業
関
係
と
鳥
獣
害
対
策
を
担

当
し
ま
し
た
。
ぎ
ふ
木
遊
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
を
町
内
に
整
備
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

新
築
で
町
産
材
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
建
物
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
獣
害
対
策

で
は
、
春
日
笹
又
地
域
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
檻
を
地
元
の
方
々
と

一
緒
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
設
置
し
捕
獲
に
も
立
ち
会
い
、
現
場
で
の
新
鮮
な
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
年
目
は
、農
林
振
興
課
長
と
い
う
こ
と
で
、１
年
目
の
業
務
に
農
政
関
係
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
全
く
知
識
の
な
い
分
野
で
業
務
量
が
格
段
に
増
え
た
た
め
、
前
半
は
覚
え

る
事
ば
か
り
で
し
た
。
農
業
委
員
会
、
土
地
改
良
、
薬
草
、
お
茶
、
水
稲
・
転
作
、
新

嘗
祭
へ
の
粟
献
上
な
ど
新
た
な
業
務
を
こ
な
す
こ
と
で
精
一
杯
な
状
況
の
な
か
、
全
国

的
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
の
対
応
が
話
題
と
な
る
よ
う
に
な
り
、
緊
急
銃
猟
に
向
け
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
な
ど
の
準
備
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
バ
タ
バ
タ
な
２
年
間
で
し
た
が
、
市
町
村
派
遣
は
大
変
で
も
う
二
度
と

や
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
の
最
前
線
で
即
対
応
を

求
め
ら
れ
る
町
職
員
の
一
員
と
し
て
仕
事
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
当
然
の
事
で
す
し
、
何

よ
り
も
新
し
い
知
識
と
経
験
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
何

よ
り
の
財
産
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
た
だ
、
唯
一
残
念
で
あ
っ
た
の
は
、
本
来
の
森
林
整
備
の
業
務
に
あ
ま
り
関
わ
れ
な

か
っ
た
事
で
す
。
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
机
上
で
考
え
て
い
た
計
画
と
現
場
と
の

相
違
や
課
題
な
ど
を
整
理
し
、
改
善
策
を
提
案
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
の

余
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
町
村
職
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
県
職
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
異
な
り
、
ど
ち

ら
に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
が
あ
り
ま
す
。
上
下
関
係
で
は
な
く
対
等
な
立

場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
県
に
戻
っ
て

か
ら
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
か
ら
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
間
で
、
揖
斐
川
町
を
離
れ
る

の
は
名
残
惜
し
い
で
す
が
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
改
め
て
お
礼
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
中
部
森
林
管
理
局
か
ら
林
政
部
森
林
経
営
課
に
出
向

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
職
は
、
岐
阜
県
へ
の
出
向
前
、
治
山
関
係
の
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
森
林
整
備
の

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
森
林
経
営
課
へ
の
配
属
が
決
ま
っ
た
時
に

は
、
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
森
林
整
備
関
係
の
業
務
で
あ
り
、
果
た
し
て
無
事
に
勤
め

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
不
安
な
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
い
ざ
配
属
さ
れ
て
み
る
と
、
国
有
林
と
民
有
林
で
は
仕
事
の
進
め
方
、
制
度
、
用
語
ま

で
も
が
異
な
り
、
す
べ
て
が
初
め
て
の
、
新
規
採
用
者
の
よ
う
な
気
持
ち
で
の
業
務
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
整
備
の
経
験
が
な
い
中
で
の
県
全
体
の
と
り
ま
と
め
の
業

務
と
な
り
、
関
係
す
る
皆
様
に
対
し
て
は
要
領
を
得
な
い
説
明
ば
か
り
を
繰
り
返
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
業
務
の
内
容
は
、
事
業
要
領
等
の
改
正
や
補
助
金
の
執
行
管
理
、
国
と
の
調
整
な
ど
、

非
常
に
重
要
性
の
高
い
仕
事
で
し
た
。
県
庁
の
仕
事
は
、
一
見
す
る
と
ル
ー
チ
ン
ワ
ー

ク
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
そ
の
時
々
の
情
勢
、
国
や
県
の
施
策
に
合
わ
せ
て
の
制
度

の
改
正
や
新
規
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
な
ど
、
新
し
い
こ
と
の
連
続
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　
ど
の
仕
事
も
、
県
の
林
政
を
動
か
し
て
い
る
実
感
が
あ
る
仕
事
ば
か
り
で
、
難
し
い

な
が
ら
も
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
森
林
所
有
者
の
方
、
事
業
体
の
方
、
市
町
村
の
方
と
と
も

に
、
地
域
に
根
差
し
た
業
務
を
行
っ
て
い
け
る
の
が
、
魅
力
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
は
人
事
交
流
が
非
常
に
活
発
な
県
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
林
政
部
に
限

ら
ず
様
々
な
部
に
お
い
て
国
や
市
町
村
か
ら
の
出
向
の
方
が
見
え
ま
し
た
。
部
を
超
え

て
多
く
の
方
た
ち
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
小
職
は
令
和
８
年
４
月
か
ら
中
部
森
林
管
理
局
の
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

へ
の
復
帰
と
な
り
ま
し
た
。
隣
の
長
野
県
で
の
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
担
当
と
な

り
ま
す
。
県
は
異
な
り
ま
す
が
、
森
林
と
い
う
土
地
に
区
切
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
行

政
と
い
う
狭
い
分
野
な
の
で
、
今
後
と
も
お
会
い
す
る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２
年
間
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
業
務
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、
今
後
も
美
し
い
森
林

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
有
林
か
ら
出
向
し
て
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森
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岐
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令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
本
巣
市
か
ら
県
へ
交
流
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
派
遣
先
は
揖
斐
農
林
事
務
所
林
業
課
の
治
山
係
で
、
こ
れ
ま
で
工
事
に
携
わ
っ
た

こ
と
が
な
い
自
分
に
と
っ
て
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
状
態
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
治
山
事
業
は
、
森
林
の
維
持
造
成
を
通
じ
て
、
山
地
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
水
源
の
涵
養
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
を
図
る
政
策
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
治
山
工
事
を
完
成
ま
で
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
の
計
画
、

設
計
・
積
算
、
工
事
監
督
な
ど
多
く
の
職
務
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
盛
土

規
制
法
や
自
然
公
園
法
な
ど
の
許
認
可
の
申
請
や
土
地
の
使
用
承
諾
を
お
願
い
す
る
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
や
地
元
住
民
の
方
の
理
解
を
得
る
な
ど
事
業
化
し
て
い
く
準
備

が
い
く
つ
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
大
雨
や

地
山
の
崩
落
な
ど
予
期
せ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
少
な
か
ら
ず
発
生
し
、
迅
速
に
対
応
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
悪
戦
苦
闘
す
る
中
で
私
が
一
番
感
じ
た
こ
と
は
「
自
然
へ
の
畏
敬
と
、
そ
れ
を
制
御

せ
ん
と
す
る
技
術
者
の
矜
持
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
森
林
の
機
能
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
実
際
の
土
砂
災
害
現
場
を
見
た
り
森
林
の
効
果
（
水
を
貯
え

き
れ
い
に
す
る
、
山
が
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
な
ど
）
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
森
林
が
い
か

に
我
々
の
生
活
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
や
ど
う
い
っ
た
危
険
が
あ
る
の
か
を
理
解
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
治
山
工
事
の
現
場
は
道
な
き
山
中
で
あ
り
、
地
形
、

地
質
、
植
生
、
渓
流
や
雨
水
の
流
れ
が
現
場
ご
と
に
異
な
り
、
画
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
通
用
し
ま
せ
ん
。
県
の
諸
先
輩
方
や
熟
練
の
施
工
業
者
は
基
準
を
熟
知
し
、
経
験
か

ら
現
場
状
況
を
読
み
解
く
こ
と
で
最
適
と
な
る
手
法
を
迅
速
に
導
き
出
し
て
い
ま
し

た
。
２
年
間
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
工
事
は
わ
ず
か
で
す
の
で
、
同
等
に
飛
躍
す
る

こ
と
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
端
を
担
う
こ
と
で
知
識
習
得
と
貴
重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
巣
市
に
戻
っ
て
も
、「
自
然
を
読
み
解
く
目
」
を
忘
れ
ず
、

地
域
の
地
形
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
潜
む
リ
ス
ク
を
見
極
め
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
揖
斐
農
林
事
務
所
の
治
山
係
、
林
道
係
を
は
じ
め
と
す
る

職
員
の
皆
さ
ま
、
委
託
業
務
お
よ
び
工
事
の
施
工
業
者
さ
ま
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、

池
田
町
の
職
員
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岐阜県

県
へ
の
交
流
派
遣
を
通
し
て

本
巣
市
林
政
課

　
 

後

　藤

　謙

　治

派
遣
の
２
年
間
を
振
り
返
っ
て

岐
阜
県
森
林
活
用
推
進
課

　

 

三

　輪

　哲

　司

（
派
遣
先

　県
林
政
部
森
林
経
営
課
）

（
派
遣
先

　揖
斐
川
町
産
業
建
設
部
）

（
派
遣
先

　本
巣
市
役
所
産
業
経
済
部
林
政
課
）

（
派
遣
先

　岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務
所
林
業
課
）

❶
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交 流 派 遣 を 終 え て

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
本
巣
市
役
所
林
政
課
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
市
町
村
で
は
、
林
政
業
務
全
般
に
加
え
て
環
境
系
の
一
部
業
務
も
担
う
た
め
、

県
に
お
け
る
業
務
経
験
分
野
の
少
な
い
私
に
と
っ
て
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　
着
任
早
々
の
４
月
２
日
、
国
道
１
５
７
号
線
の
迂
回
路
と
し
て
も
機
能
す
る
根
尾
上

大
須
地
区
の
折
越
林
道
に
お
い
て
、
雪
解
け
と
と
も
に
大
量
の
崩
土
が
発
生
し
通
行
不

能
と
な
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
地
元
建
設
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
業
者
お
よ
び

担
当
者
で
協
議
の
う
え
、
ひ
と
ま
ず
崩
土
を
除
去
し
、
そ
の
後
、
岐
阜
農
林
事
務
所
の

治
山
係
や
林
道
担
当
と
検
討
を
重
ね
、
翌
週
に
は
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
市
長
レ
ク
に

入
っ
た
こ
と
が
、
最
近
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
近
年
増
加
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
、
奥
山
で
な
く
生

活
環
境
に
近
い
場
所
で
様
々
な
形
で
頻
発
し
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
国
道
１
５
７
号
線

の
本
巣
市
佐
原
地
内
に
お
い
て
国
道
へ
土
砂
が
流
出
し
た
際
に
は
、
岐
阜
土
木
事
務
所

が
初
動
対
応
を
行
い
、
国
道
に
直
行
す
る
流
路
に
つ
い
て
は
治
山
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
岐
阜
農
林
事
務
所
治
山
係
と
市
が
連
携
し
て
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
旧
本
巣
町
の

住
宅
街
裏
山
か
ら
の
土
砂
流
出
へ
の
対
応
で
は
、
市
建
設
課
と
林
政
課
が
現
地
対
応
し
、

最
終
的
に
は
や
は
り
治
山
係
に
よ
り
対
応
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
管
理
の
林
道
に
お
い
て
も
、
想
定
を
超
え
る
雨
量
の
発
生
に
よ
り
、
林
道

法
面
上
の
流
路
崩
壊
、
法
面
か
ら
の
湧
水
に
よ
る
崩
壊
、
大
型
土
の
う
に
よ
る
応
急
復

旧
箇
所
の
流
出
な
ど
が
相
次
ぎ
、
市
単
独
予
算
の
中
で
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
、
や

り
く
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
軽
微
な
も
の
も
含
め
こ
う
し
た
災
害
の
発
生
情
報

は
ま
ず
市
町
村
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
初
期
対

応
を
行
う
市
町
村
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
応
以
外
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
の
対
応
も
未
経
験
の
業
務
で
し
た
。
折
し

も
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
長
の
判
断
で
市
街
地
に
お
け
る
緊
急
銃

猟
が
可
能
と
な
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
連
日
の
よ
う
に
ク
マ
の
映
像
が
放

送
さ
れ
る
な
ど
、
一
般
の
方
々
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
分
野
で
は
、
特

に
市
町
村
で
は
猟
友
会
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ク
マ
対
応
も
災
害
対
応
と
同
様
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
に
初
動
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
分
、
市
町
村
の
負
担
も
非
常
に
大
き

い
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
産
広
葉
樹
を
新
た
に
市
内
で
加
工
・
流
通
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、

現
所
属
で
の
業
務
と
も
関
連
す
る
分
野
で
あ
り
、
市
内
の
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
く
点
に
大
き
な
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
今
後
も
林
政
課
の
皆
様
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
巣
市
役
所
の
皆
様
、
特
に
日
々
発
生
す
る
難
題
の
解
決
や
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
、
事
業
改
善
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
産
業
経
済
部
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
２
年
間
に
渡
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
20
年
近
く
県
庁
で
の
業
務
が
続
い
て
い
た
た
め
、
揖
斐
川
町
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た

時
に
は
、
大
き
な
期
待
と
現
場
で
自
分
が
通
用
す
る
の
か
と
い
う
不
安
で
複
雑
な
思
い

の
な
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
西
濃
方
面
は
、
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
関
り
が
な
く
、

当
然
、
周
り
の
人
達
は
初
対
面
の
方
ば
か
り
で
す
。
初
め
の
一
ヵ
月
間
は
、
環
境
に
慣

れ
る
事
と
地
名
を
覚
え
る
事
で
精
一
杯
で
し
た
が
、
職
員
の
方
に
は
色
々
と
気
を
使
っ

て
い
た
だ
き
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
年
目
は
、
森
林
経
営
管
理
室
長
と
し
て
、
森
林
・
林
業
関
係
と
鳥
獣
害
対
策
を
担

当
し
ま
し
た
。
ぎ
ふ
木
遊
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
を
町
内
に
整
備
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

新
築
で
町
産
材
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
建
物
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
獣
害
対
策

で
は
、
春
日
笹
又
地
域
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
檻
を
地
元
の
方
々
と

一
緒
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
設
置
し
捕
獲
に
も
立
ち
会
い
、
現
場
で
の
新
鮮
な
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
年
目
は
、農
林
振
興
課
長
と
い
う
こ
と
で
、１
年
目
の
業
務
に
農
政
関
係
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
、
全
く
知
識
の
な
い
分
野
で
業
務
量
が
格
段
に
増
え
た
た
め
、
前
半
は
覚
え

る
事
ば
か
り
で
し
た
。
農
業
委
員
会
、
土
地
改
良
、
薬
草
、
お
茶
、
水
稲
・
転
作
、
新

嘗
祭
へ
の
粟
献
上
な
ど
新
た
な
業
務
を
こ
な
す
こ
と
で
精
一
杯
な
状
況
の
な
か
、
全
国

的
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
の
対
応
が
話
題
と
な
る
よ
う
に
な
り
、
緊
急
銃
猟
に
向
け
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
な
ど
の
準
備
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
バ
タ
バ
タ
な
２
年
間
で
し
た
が
、
市
町
村
派
遣
は
大
変
で
も
う
二
度
と

や
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
の
最
前
線
で
即
対
応
を

求
め
ら
れ
る
町
職
員
の
一
員
と
し
て
仕
事
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
当
然
の
事
で
す
し
、
何

よ
り
も
新
し
い
知
識
と
経
験
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
何

よ
り
の
財
産
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
た
だ
、
唯
一
残
念
で
あ
っ
た
の
は
、
本
来
の
森
林
整
備
の
業
務
に
あ
ま
り
関
わ
れ
な

か
っ
た
事
で
す
。
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
机
上
で
考
え
て
い
た
計
画
と
現
場
と
の

相
違
や
課
題
な
ど
を
整
理
し
、
改
善
策
を
提
案
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
の

余
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
町
村
職
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
県
職
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
異
な
り
、
ど
ち

ら
に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
が
あ
り
ま
す
。
上
下
関
係
で
は
な
く
対
等
な
立

場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
県
に
戻
っ
て

か
ら
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
か
ら
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
間
で
、
揖
斐
川
町
を
離
れ
る

の
は
名
残
惜
し
い
で
す
が
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
改
め
て
お
礼
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
中
部
森
林
管
理
局
か
ら
林
政
部
森
林
経
営
課
に
出
向

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
職
は
、
岐
阜
県
へ
の
出
向
前
、
治
山
関
係
の
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
森
林
整
備
の

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
森
林
経
営
課
へ
の
配
属
が
決
ま
っ
た
時
に

は
、
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
森
林
整
備
関
係
の
業
務
で
あ
り
、
果
た
し
て
無
事
に
勤
め

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
不
安
な
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
い
ざ
配
属
さ
れ
て
み
る
と
、
国
有
林
と
民
有
林
で
は
仕
事
の
進
め
方
、
制
度
、
用
語
ま

で
も
が
異
な
り
、
す
べ
て
が
初
め
て
の
、
新
規
採
用
者
の
よ
う
な
気
持
ち
で
の
業
務
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
整
備
の
経
験
が
な
い
中
で
の
県
全
体
の
と
り
ま
と
め
の
業

務
と
な
り
、
関
係
す
る
皆
様
に
対
し
て
は
要
領
を
得
な
い
説
明
ば
か
り
を
繰
り
返
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
業
務
の
内
容
は
、
事
業
要
領
等
の
改
正
や
補
助
金
の
執
行
管
理
、
国
と
の
調
整
な
ど
、

非
常
に
重
要
性
の
高
い
仕
事
で
し
た
。
県
庁
の
仕
事
は
、
一
見
す
る
と
ル
ー
チ
ン
ワ
ー

ク
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
そ
の
時
々
の
情
勢
、
国
や
県
の
施
策
に
合
わ
せ
て
の
制
度

の
改
正
や
新
規
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
な
ど
、
新
し
い
こ
と
の
連
続
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　
ど
の
仕
事
も
、
県
の
林
政
を
動
か
し
て
い
る
実
感
が
あ
る
仕
事
ば
か
り
で
、
難
し
い

な
が
ら
も
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
森
林
所
有
者
の
方
、
事
業
体
の
方
、
市
町
村
の
方
と
と
も

に
、
地
域
に
根
差
し
た
業
務
を
行
っ
て
い
け
る
の
が
、
魅
力
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
は
人
事
交
流
が
非
常
に
活
発
な
県
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
林
政
部
に
限

ら
ず
様
々
な
部
に
お
い
て
国
や
市
町
村
か
ら
の
出
向
の
方
が
見
え
ま
し
た
。
部
を
超
え

て
多
く
の
方
た
ち
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
小
職
は
令
和
８
年
４
月
か
ら
中
部
森
林
管
理
局
の
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

へ
の
復
帰
と
な
り
ま
し
た
。
隣
の
長
野
県
で
の
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
担
当
と
な

り
ま
す
。
県
は
異
な
り
ま
す
が
、
森
林
と
い
う
土
地
に
区
切
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
行

政
と
い
う
狭
い
分
野
な
の
で
、
今
後
と
も
お
会
い
す
る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２
年
間
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
業
務
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、
今
後
も
美
し
い
森
林

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
有
林
か
ら
出
向
し
て

岐阜県本巣 市

揖斐川町

中
部
森
林
管
理
局

　伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

　

 

津

　村

　直

　樹

２
年
間
の
交
流
派
遣
を
終
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
県
県
産
材
流
通
課

　

 

土

　肥

　基

　生

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
本
巣
市
か
ら
県
へ
交
流
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
派
遣
先
は
揖
斐
農
林
事
務
所
林
業
課
の
治
山
係
で
、
こ
れ
ま
で
工
事
に
携
わ
っ
た

こ
と
が
な
い
自
分
に
と
っ
て
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
状
態
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
治
山
事
業
は
、
森
林
の
維
持
造
成
を
通
じ
て
、
山
地
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
水
源
の
涵
養
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
を
図
る
政
策
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
治
山
工
事
を
完
成
ま
で
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
の
計
画
、

設
計
・
積
算
、
工
事
監
督
な
ど
多
く
の
職
務
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
盛
土

規
制
法
や
自
然
公
園
法
な
ど
の
許
認
可
の
申
請
や
土
地
の
使
用
承
諾
を
お
願
い
す
る
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
や
地
元
住
民
の
方
の
理
解
を
得
る
な
ど
事
業
化
し
て
い
く
準
備

が
い
く
つ
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
大
雨
や

地
山
の
崩
落
な
ど
予
期
せ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
少
な
か
ら
ず
発
生
し
、
迅
速
に
対
応
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
悪
戦
苦
闘
す
る
中
で
私
が
一
番
感
じ
た
こ
と
は
「
自
然
へ
の
畏
敬
と
、
そ
れ
を
制
御

せ
ん
と
す
る
技
術
者
の
矜
持
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
森
林
の
機
能
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
実
際
の
土
砂
災
害
現
場
を
見
た
り
森
林
の
効
果
（
水
を
貯
え

き
れ
い
に
す
る
、
山
が
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
な
ど
）
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
森
林
が
い
か

に
我
々
の
生
活
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
や
ど
う
い
っ
た
危
険
が
あ
る
の
か
を
理
解
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
治
山
工
事
の
現
場
は
道
な
き
山
中
で
あ
り
、
地
形
、

地
質
、
植
生
、
渓
流
や
雨
水
の
流
れ
が
現
場
ご
と
に
異
な
り
、
画
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
通
用
し
ま
せ
ん
。
県
の
諸
先
輩
方
や
熟
練
の
施
工
業
者
は
基
準
を
熟
知
し
、
経
験
か

ら
現
場
状
況
を
読
み
解
く
こ
と
で
最
適
と
な
る
手
法
を
迅
速
に
導
き
出
し
て
い
ま
し

た
。
２
年
間
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
工
事
は
わ
ず
か
で
す
の
で
、
同
等
に
飛
躍
す
る

こ
と
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
端
を
担
う
こ
と
で
知
識
習
得
と
貴
重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
巣
市
に
戻
っ
て
も
、「
自
然
を
読
み
解
く
目
」
を
忘
れ
ず
、

地
域
の
地
形
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
潜
む
リ
ス
ク
を
見
極
め
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
揖
斐
農
林
事
務
所
の
治
山
係
、
林
道
係
を
は
じ
め
と
す
る

職
員
の
皆
さ
ま
、
委
託
業
務
お
よ
び
工
事
の
施
工
業
者
さ
ま
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、

池
田
町
の
職
員
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岐阜県

県
へ
の
交
流
派
遣
を
通
し
て

本
巣
市
林
政
課

　

 

後

　藤

　謙

　治

派
遣
の
２
年
間
を
振
り
返
っ
て

岐
阜
県
森
林
活
用
推
進
課

　

 

三

　輪

　哲

　司

（
派
遣
先

　県
林
政
部
森
林
経
営
課
）

（
派
遣
先

　揖
斐
川
町
産
業
建
設
部
）

（
派
遣
先

　本
巣
市
役
所
産
業
経
済
部
林
政
課
）

（
派
遣
先

　岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務
所
林
業
課
）
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結事業者のご紹介 ー

　県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者と協定を締結し、県産材の利用を促進
する構想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を
目指しています。
　これまでに４２事業者の皆様と協定を締結しました。順次、協定締結事業者の取り組みを紹介します。

＜今までの取組み内容＞
　羽島グループの中核事業会社である㈱ハシ
マは、アパレル産業等における完成衣料品に対
し、折れ針や異物等の有無を検査する「検針
機」や関連機器を自社開発製造し異業種対象
も含め世界１１４ヵ国以上への供給実績があり
ます。
　国内本社においては、岐阜県産材をメインに
使用した「木造軸組工法＋CLT構造」により大
空間を実現し開放感や木の温もりを感じること
ができるオフィスを造り上げました。

＜今後の取組み内容＞
　今後もＳＤＧｓに更に貢献できる新たな事業
の取組みを進め、具体的な事業活動の進捗推
進かつ木質ビル等の導入環境が叶えば、岐阜
県内において岐阜県産材を活用した新事業オ
フィス設置を新たに展開していく所存です。

＜事業者概要＞
〇所在地　
　岐阜市領下７丁目６番地
〇主な業務内容　
　アパレル産業機器等開発製造
〇ホームページURL　
　 http://www.hashima.co.jp
　　

羽島グループホールディングス株式会社

15

各協定締結者には、県産材の活用について積極的な普及啓発に努めていただきます。

２階南側会議室

１階玄関入口より奥側　階段、エレベータ

１階来客面談スペース

近年、気候変動に伴う豪雨により全国各地で山地災害が発生しています。また、これから梅雨の
時期に近づくと降雨が続き山地災害が発生しやすくなります。岐阜県内では、令和７年８月１１日の
豪雨により、本巣市内において渓流内の土砂が国道まで流出したため、地域生活へ大きな影響を
あたえました。
　このような中、今年も林野庁、県及び市町村では、県民の皆さんに山地災害に対する防災意識
を高めてもらうため、令和８年５月２０日(水)から６月３０日(火)にかけて「山地災害防止キャンペー
ン」を実施しています。
　キャンペーン期間中は、県や市町村の公共施設にポスターを掲示し、山地災害への備えを呼び
かけるとともに、市町村の広報誌に関連記事を掲載していますので、地域や家庭で防災について考
える機会にしてください。
また、キャンペーン関連行事の一環として、山地災害防止標語及び写真コンクールが実施されま
す。皆さんのたくさんの応募をお待ちしています。

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

令和8年度キャンペーンポスター
出典：（一社）日本治山治水協会
編集：（一社）全国林業改良普及協会

国道への土砂流出状況（本巣市佐原地内）

流出土砂により既設水路が閉塞

令和8年度　山地災害防止キャンペーン

（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係
TEL 03-3581-2288　FAX 03-3581-1410

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ058-272-8496 森林保全課治山係まで
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近年、気候変動に伴う豪雨により全国各地で山地災害が発生しています。また、これから梅雨の
時期に近づくと降雨が続き山地災害が発生しやすくなります。岐阜県内では、令和７年８月１１日の
豪雨により、本巣市内において渓流内の土砂が国道まで流出したため、地域生活へ大きな影響を
あたえました。
　このような中、今年も林野庁、県及び市町村では、県民の皆さんに山地災害に対する防災意識
を高めてもらうため、令和８年５月２０日(水)から６月３０日(火)にかけて「山地災害防止キャンペー
ン」を実施しています。
　キャンペーン期間中は、県や市町村の公共施設にポスターを掲示し、山地災害への備えを呼び
かけるとともに、市町村の広報誌に関連記事を掲載していますので、地域や家庭で防災について考
える機会にしてください。
また、キャンペーン関連行事の一環として、山地災害防止標語及び写真コンクールが実施されま
す。皆さんのたくさんの応募をお待ちしています。

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

令和8年度キャンペーンポスター
出典：（一社）日本治山治水協会
編集：（一社）全国林業改良普及協会

国道への土砂流出状況（本巣市佐原地内）

流出土砂により既設水路が閉塞

令和8年度　山地災害防止キャンペーン

（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係
TEL 03-3581-2288　FAX 03-3581-1410

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ058-272-8496 森林保全課治山係まで
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県では、「ぎふ木育」を全県展開するため、１０箇所の農林事務所ごとに、地域で活動する木育関係者の交流会や、行
政と意見交換する連絡会議を開催しています。その開催状況や、地域でぎふ木育を進めるキーパーソンをシリーズで紹
介しています。今号は揖斐地域です。

ぎふ木育全県展開

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8821 森林活用推進課 木育推進係まで

11

～揖斐地域～

揖斐地域のキーパーソン

連絡会議を開催
　揖斐地域では、ぎふ木育に関わる指導者や自治体担当者が
集まる連絡会議を定期開催しています。今回は西濃地域との合
同会議を行い、各地域の活動報告や課題について活発な意見
交換を行いました。
 　参加者からは「特定の代表者に委ねるのではなく、地域全体
で活動を支えていこう」という声が上がるなど、西濃圏域のネッ
トワークを再確認する有意義な機会となりました。　

Q:どのような活動をしていらっしゃいますか？
　地元の小学校を中心とした環境教育事業に携わり、今年で
ちょうど20年目を迎えます。各地の保育園から小・中・高校、
子ども会などにおいて、主に間伐材を使った木のスプーンや木
のおもちゃ、プランター作りといったものづくり体験を行い、木
や森に触れ、親しむ活動を続けています。

Q:活動するうえで大事にしていることは何ですか？
　森の中へ入ると、子どもたちは必ず小さな発見をし、自然の
中で「生きる力」を見つけ出します。そんな小さな気づきを未
来へ大きく育てる。それを楽しく見守っています。
　常に子どもと同じ目線に立つこと。そしてフィールドに出る時
は、必ず前日までに下見を行い、浮石やスズメバチ、木の枯れ
枝などの危険箇所を徹底してチェックしています。

Q:「ぎふ木育」を揖斐地域で推進するうえで必要なことは何だと思いますか？
　揖斐地域には、山菜や薬草など森の恵みを活かす知恵が今も息づいています。しかし、人口減少、過疎化
により伝統文化は失われつつあり、深刻な獣害も大きな課題となっています。
 　これからの「ぎふ木育」を推進する上で大切なのは、体験を通じて子どもたちの好奇心を育むこと、そして
地域の多様な専門家を巻き込み、町や組織の枠を超えて連携することです。｠
 　「食べる森」といった揖斐らしい森林文化を確立し、その豊かさを次世代へ繋いでいく活動を、地域一丸と
なって目指していきたいと考えています。

小寺 春樹さん （NPO法人山菜の里いび代表）
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イワナシイワナシ

250

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹

　

6
月
初
旬
、
多
治
見
市
の
山
間
で
未

熟
な
果
実
を
付
け
た
イ
ワ
ナ
シ
を
見
つ

け
ま
し
た
。

　

イ
ワ
ナ
シ
（Epigaea

　asiatica

）

は
ツ
ツ
ジ
科
イ
ワ
ナ
シ
属
の
常
緑
矮
小

低
木
で
す
。
イ
ワ
ナ
シ
の
「
イ
ワ
」
は
日

当
た
り
の
良
い
岩
場
や
石
礫
地
に
生
育

す
る
こ
と
か
ら
、
「
ナ
シ
」
は
果
実
（
蒴

果
）
が
甘
く
果
物
の
ナ
シ
に
似
て
い
る
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。

　

属
名
のE
pigaea

のepi

は
「
上
」

を
、gaea

は
「
地
面
」
を
指
し
、
こ
れ

は
地
面
を
這
う
よ
う
に
増
殖
し
て
10
年

経
っ
て
も
20
年
経
っ
て
も
高
さ
15
㎝
ほ

ど
で
の
様
子
か
ら
付
い
た
属
名
で
、
種

小
名
のa

siatica

は
「
ア
ジ
ア
の
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　

葉
は
互
生
し
、
表
裏
と
も
長
い
毛
が

ま
ば
ら
に
生
え
、
縁
に
褐
色
の
ト
ゲ
が

あ
り
ま
す
。
花
は
早
い
と
こ
ろ
で
は
3

月
、
奥
山
の
雪
解
け
が
遅
い
と
こ
ろ
で

は
5
月
に
、
枝
先
に
淡
い
ピ
ン
ク
や
白

色
の
筒
型
（
鐘
形
）
の
花
を
数
個
咲
か
せ

ま
す
。
一
つ
の
花
の
長
さ
は
1
～
１
・
５

㎝
ほ
ど
で
香
り
が
良
く
、
花
が
終
わ
っ
て

2
ヶ
月
ほ
ど
で
パ
チ
ン
コ
玉
大
の
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
蒴
果
が
黒
く
な
る

と
食
べ
頃
で
す
。

　

相
当
前
に
高
山
市
清
見
町
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
、
料
理
に
つ
け
合
わ
せ
で
出
さ
れ

た
も
の
を
食
べ
ま
し
た
が
、
多
肉
質
で

甘
味
の
あ
る
味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

氷
河
期
の
生
き
残
り
植
物
な
た
め

か
、
栽
培
は
非
常
に
難
し
く
、
最
近
で
は

多
く
の
自
生
地
で
も
枯
れ
て
減
少
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ご
く
希
に
愛
好
家
が
鉢

植
え
な
ど
で
栽
培
し
て
い
る
の
を
目
に

し
ま
す
が
、
や
は
り
自
然
で
見
る
も
の

が
最
高
で
す
。

　

イ
ワ
ナ
シ
属
は
世
界
に
3
種

し
か
な
く
、
他
の
2
種
は
北
ア
メ

リ
カ
の
主
に
東
部
側
に
自
生
す
る

E
pigaea

　repens

（
ア
メ
リ
カ
イ

ワ
ナ
シ
）
と
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
地
方

や
ト
ル
コ
に
自
生
す
るE

p
i
g
a
e
a
 

g
a
ultherioid

es

で
、
各
々
の
生

育
地
が
相
当
離
れ
た
種
で
す
。

　

北
ア
メ
リ
カ
に
自
生
す
る
種
は
北

米
で
一
般
にM

a
y
flo

w
e
r

（
メ
イ

フ
ラ
ワ
ー
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

本
来
、
英
語
のM

a
y
flo

w
e
r

は
セ

イ
ヨ
ウ
サ
ン
ザ
シ
（C

r
a
t
a
e
g
u
s
 

o
x
y
a
c
a
nt
h
a

）
を
指
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
１
６
２
０
年
に
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー

号
に
乗
船
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
出
航
し
た

１
０
２
人
が
、
66
日
間
の
航

海
の
末
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
プ
リ
マ
ス
に
上
陸
し

た
翌
年
の
春
、
い
ち
早
く

ア
メ
リ
カ
イ
ワ
ナ
シ
が
花

を
咲
か
せ
た
た
め
、
乗
船

し
て
き
た
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー

号
に
因
ん
で
呼
ん
だ
こ
と

に
よ
る
俗
名
な
の
で
す
。

現
在
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

（M
assachusetts

）

州
の
州
花
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
東
部
で
は
こ
の
花
の

可
愛
い
雰
囲
気
と
芳
香
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
母
の
日
に
贈
る
た
め
に
競
っ
て

摘
ん
だ
り
、
山
野
草
の
愛
好
家
が
掘
り

採
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
、
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

多
く
の
方
が
知
っ
て
い
る
「
赤
毛
の

ア
ン
」
、
カ
ナ
ダ
の
東
端
プ
リ
ン
ス
エ

ド
ワ
ー
ド
島
を
舞
台
と
し
た
話
の
中

で
も
、
こ
の
花
は
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
名

で
登
場
し
、
カ
ナ
ダ
東
部
の
大
西
洋
に

面
し
た
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
（N

o
v
a
 

S
cotia

）
州
の
州
花
に
も
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

可愛い果実（蒴果）を付けたイワナシ
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）は、身近な自然を深く・面白く・未来につなぐ
ことを大切に、体験と学びを往復する自然プログラムを実施しています。今回は「自然のガイド」に着目したプログラム
について紹介します！

今回のプログラムでは、屋久島で35年にわたりガイドとして活躍し、NHK『ブラタモリ』屋久島編の案内役としても
知られる小原比呂志さんを講師に迎えました。午前は岐阜県指定天然記念物・鶴形山暖地性植物をフィールドに、森
の成り立ちや生きもの同士の関係性を丁寧に読み解く自然観察を実施。午後はmorinosに場を移し、フィールドでの
体験を言語化する講義を行いました。

午後の講義「屋久島のエコツーリズム」では、鶴形山での
体験を踏まえ、何を案内するかだけでなく、なぜ案内するの
か、どうすれば感動と関心が生まれるのかに焦点を当て、魅力
を深く伝えるガイドのノウハウを学びました。

エコツーリズムにおけるガイドの役割を「情報を伝える人」
ではなく、「意味を生み出す人」と捉え、自然・歴史・文化・人の
営みを結びつける解説技術の重要性が語られました。　

また、T（テーマ）・O（構造）・R（関係性）・E（楽しさ）から
なる解説の土台、森が人の心身にもたらす効果、新しい時代の
ガイド像についても学びを深めました。

屋久島という特別な場所で培われた知見が、岐阜の里山である鶴形山と重なり合い、身近なフィールドをどう読み
解き、どう伝えていくかを深く考えるきっかけとなりました。

鶴形山は、内陸に位置しながらも暖地性植物が多く残る
貴重な照葉樹林で、その北限となる植生が確認できる特別
な場所です。小原さんは、山に入る前に安全につながる3
つの視点を説明されました。

照葉樹の葉がテカテカしている理由、タブノキと野鳥の
関係、ドングリの生存戦略、アオゲラやカケスなど森の生
きものと植生の関係、ツバキとニホンザル、マンリョウと葉
粒菌という未解明の共生関係まで、フィールドでしか伝わ
らない生きた自然の物語が展開されました。

参加者の関心やその場で起きる出来事に合わせて自在
に話題を切り替えていくガイドスタイルは、自然を案内す
るとはどういうことかを体感的に教えてくれる時間となり
ました。

morinos　HPでは、こうした日常風景からプログラムまで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、
morinosのHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜鶴形山フィールドワーク＆エコツアー論＞

照葉樹の葉の仕組みについて解説する小原さん

ニホンザルに蜜を吸われた
ツバキの花

「過去と未来をつなぐ持続可能な自然観光」について説明する小原さん

ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しております！
　まだ来館したことない方も当館の様子がわかりますので、ぜひフォローをお願いします。

☆ぎふ木遊館公式ホームページ☆
ぎふ木遊館がどんな施設なのか等の施設案内、木育プログラムやイベント情報等を掲載しております！
また、ホームページの「事前予約のお申込み」から各種予約ができますので、ぜひご活用ください。

　ぎふ木遊館では、市町村等と連携し、県内各地の木工
作品や、「ぎふ木育」の取組、またその背景となる自然を
紹介するギャラリー企画展等を開催しており、森林文化を
知ることができる良い機会となっています。
　なお、ギャラリーは予約不要（無料）で見学いただけ
ます。
　ギャラリーの見学を希望される方は当日受付にてお申し
付けください。

＜ギャラリー＞

郡上市展がぎふ木遊館にやってきました！

　郡上市では、市内在住の新生児へお祝い品として、郡
上市で作られた木のおもちゃをプレゼントしています。郡
上市展では、その対象となっている木のおもちゃも展示し
ました。
　木のおもちゃを製造した郡上市内の事業者さんの想い
や、実際に使用したお母さんたちのレビューなどをカタログ
とともに紹介しました。木のぬくもりだけでなく、作り手や
使い手の人の温かさも感じられる取組みとなっています。
　また、木のおもちゃの展示に加え、ギャラリーでは産業
や観光等についても紹介しました。

　今年度の郡上市展は４月１６日から５月１２日まで開催しま
した。
　市の重要無形文化財に指定されている「郡上本染」の展
示（協力：郡上本染渡辺染物店）により「ジャパンブルー」
と評される藍色が館内を彩りました。
　郡上の冬の風物詩、清流吉田川での寒ざらしで色鮮やか
に仕立てられた郡上本染の鯉のぼりが木育ひろばの天井に
設置され、まるで空を飛んでいるような景色でした。

木育ひろばで鯉のぼり

郡上本染のギャラリー展示
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）は、身近な自然を深く・面白く・未来につなぐ
ことを大切に、体験と学びを往復する自然プログラムを実施しています。今回は「自然のガイド」に着目したプログラム
について紹介します！

今回のプログラムでは、屋久島で35年にわたりガイドとして活躍し、NHK『ブラタモリ』屋久島編の案内役としても
知られる小原比呂志さんを講師に迎えました。午前は岐阜県指定天然記念物・鶴形山暖地性植物をフィールドに、森
の成り立ちや生きもの同士の関係性を丁寧に読み解く自然観察を実施。午後はmorinosに場を移し、フィールドでの
体験を言語化する講義を行いました。

午後の講義「屋久島のエコツーリズム」では、鶴形山での
体験を踏まえ、何を案内するかだけでなく、なぜ案内するの
か、どうすれば感動と関心が生まれるのかに焦点を当て、魅力
を深く伝えるガイドのノウハウを学びました。

エコツーリズムにおけるガイドの役割を「情報を伝える人」
ではなく、「意味を生み出す人」と捉え、自然・歴史・文化・人の
営みを結びつける解説技術の重要性が語られました。　

また、T（テーマ）・O（構造）・R（関係性）・E（楽しさ）から
なる解説の土台、森が人の心身にもたらす効果、新しい時代の
ガイド像についても学びを深めました。

屋久島という特別な場所で培われた知見が、岐阜の里山である鶴形山と重なり合い、身近なフィールドをどう読み
解き、どう伝えていくかを深く考えるきっかけとなりました。

鶴形山は、内陸に位置しながらも暖地性植物が多く残る
貴重な照葉樹林で、その北限となる植生が確認できる特別
な場所です。小原さんは、山に入る前に安全につながる3
つの視点を説明されました。

照葉樹の葉がテカテカしている理由、タブノキと野鳥の
関係、ドングリの生存戦略、アオゲラやカケスなど森の生
きものと植生の関係、ツバキとニホンザル、マンリョウと葉
粒菌という未解明の共生関係まで、フィールドでしか伝わ
らない生きた自然の物語が展開されました。

参加者の関心やその場で起きる出来事に合わせて自在
に話題を切り替えていくガイドスタイルは、自然を案内す
るとはどういうことかを体感的に教えてくれる時間となり
ました。

morinos　HPでは、こうした日常風景からプログラムまで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、
morinosのHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜鶴形山フィールドワーク＆エコツアー論＞

照葉樹の葉の仕組みについて解説する小原さん

ニホンザルに蜜を吸われた
ツバキの花

「過去と未来をつなぐ持続可能な自然観光」について説明する小原さん
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8255 　森林活用推進課 木育推進係・緑化推進係まで

シリーズ

森と木と水の環境教育推進事業

事業目的

　子どもたちや幅広い世代を対象に、ぎふの豊かな自然（森・川・里山など）の持つ様々な公益的機能やそれらの
保全に関する正しい知識の提供、森・川・海のつながりを実感するためのフィールドを活かした環境教育、木に触
れ合うことを通じて自然に親しむ体験活動などの実施に対し支援し、将来の清流の国ぎふを担う人づくりを推進
しています。

事業内容

　■緑と水の子ども会議
　　　小中学校、高等学校、特別支援学校等に対する環境教育の実施支援
　■ぎふ木育教室
　　　幼稚園・保育園等の子育て関連施設を対象とする森と木に関する体験講座の実施
　■市町村企画事業
　　　市町村が独自に実施する幅広い世代を対象とした環境教育の経費の支援

令和７年度の事業実績

　緑と水の子ども会議では延べ６，６９４人、ぎふ木育教室では延べ１，５２１人が参加しました。また、市町村企画
事業は１１市町で実施し、延べ３，３９１人が参加しました。
　参加者からは、「学校にはたくさんの種類の木が植えてあることや、葉っぱの大きさなどの特徴を知れて楽し
かった」、「普段歩きなれている森の中でも、新しい発見や気づきが多くあった」という好意的な意見が多く寄せ
られるなど、本事業にてぎふ木育の取組みを推進することができました。

緑と水の子ども会議（樹木観察） ぎふ木育教室（森林の中での遊び）

赤坂本陣公園　四阿

■施設の概要

事業主体 大垣市役所

事業年度 令和７年度

構造
延床面積

木造
7㎡

施設用途 四阿

助 成 額

木材使用量
使用樹種

2.08㎥
スギ（県産材100％）

大垣市役所

3,000千円（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 8,525千円

設 計 者

株式会社吉田工務店

令和7年9月1日～令和8年2月6日

施工業者

工　　期

木の香る
ぎふの施設

大垣市赤坂町251-1
木 造 化

157

　赤坂本陣公園は旧中山道沿いにあり、また近隣の住
宅地から訪れる利用者も多いため、当地域における定住
促進に寄与するとともに、レクリエーションの場の創出、
防災機能の向上、良好な景観形成、環境保全を図るため
に既存公園を拡張整備しました。
　四阿で一息つきながら、所郁太郎の像や皇女和宮の
碑などの歴史に触れることができます。　

　岐阜県産材のスギを使用し、自然環境に配慮した休
憩所です。

問い合わせ先

　観光客が休憩の場として活用しているだけでなく、
地元住民の憩いの場所としても愛されています。

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

大垣市役所　都市計画部　
公園みどり課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ 0584-81-4111

施 設 全 景
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赤坂本陣公園　四阿

■施設の概要

事業主体 大垣市役所

事業年度 令和７年度

構造
延床面積

木造
7㎡

施設用途 四阿

助 成 額

木材使用量
使用樹種

2.08㎥
スギ（県産材100％）

大垣市役所

3,000千円（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 8,525千円

設 計 者

株式会社吉田工務店

令和7年9月1日～令和8年2月6日

施工業者

工　　期

木の香る
ぎふの施設

大垣市赤坂町251-1
木 造 化

157

　赤坂本陣公園は旧中山道沿いにあり、また近隣の住
宅地から訪れる利用者も多いため、当地域における定住
促進に寄与するとともに、レクリエーションの場の創出、
防災機能の向上、良好な景観形成、環境保全を図るため
に既存公園を拡張整備しました。
　四阿で一息つきながら、所郁太郎の像や皇女和宮の
碑などの歴史に触れることができます。　

　岐阜県産材のスギを使用し、自然環境に配慮した休
憩所です。

問い合わせ先

　観光客が休憩の場として活用しているだけでなく、
地元住民の憩いの場所としても愛されています。

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

大垣市役所　都市計画部　
公園みどり課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ 0584-81-4111

施 設 全 景
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
中
森 

さ
つ
き

シ
カ
が
増
え
る
と
森
林
は
ど
う
な
る
？

　
　〜
岐
阜
県
の
広
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
か
ら
み
え
て
き
た
こ
と
〜

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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森林と人を
生かす知恵

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
シ
カ
）
の
増
加
に

よ
り
、
森
林
の
下
草
や
低
木
が
食
べ
ら
れ
て

し
ま
う
問
題
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
内
で
も
同
様
の
状
況
が
み
ら
れ
、
森

林
の
健
全
な
成
長
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
岐
阜
県
で
は
、
シ
カ
の
個

体
数
と
森
林
の
状
態
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
広
域
的
な
調
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

本
調
査
で
は
、
県
内
の
落
葉
広
葉
樹
林
約

３
６
０
地
点
に
お
い
て
、
下
層
植
生
の
状
態

を
調
べ
て
い
ま
す
。
調
査
は
２
０
１
４
年
、

２
０
１
６
年
、
２
０
１
９
年
、
２
０
２
４
年

の
4
回
に
わ
た
り
実
施
し
、
「
森
林
下
層
植

生
衰
退
度
（Shrub-layer D

ecline Rank

：

Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
」
と
い
う
指
標
を
用
い
て
、
森
林

の
衰
退
状
況
を
6
段
階
で
評
価
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（G

eograp
hic 

Inform
ation System

、
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
を
用
い
て
空
間
解
析
を
行
い
地
図
上
に

示
す
と
、
森
林
の
衰
退
は
県
内
で
一
様
で
は

な
く
、
地
域
ご
と
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
（
図
１
）
。
特
に
中
部
や
西
部

で
は
衰
退
が
進
ん
で
い
る
地
域
が
見
ら
れ
る

一
方
、
北
部
で
は
比
較
的
影
響
が
小
さ
い
傾

向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
分
析
を
進

め
る
と
、
シ
カ
の
生
息
密
度
が
高
い
地
域
ほ

ど
、
森
林
の
衰
退
が
進
む
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
シ
カ

の
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
下
草
が
食
べ
ら
れ
、

森
林
の
状
態
が
悪
化
し
て
い
く
関
係
が
見
え

て
き
た
の
で
す
。

ま
た
、
過
去
と
現
在
の
結
果
を
比
較
す
る

と
、
同
じ
く
ら
い
の
シ
カ
の
数
で
も
、
最
近

の
方
が
被
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

可
能
性
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
い

間
シ
カ
に
食
べ
ら
れ
続
け
た
こ
と
で
、
森
林

の
下
草
が
弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

一
方
で
、
近
年
は
変
化
も
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
岐
阜
県
で
は
年
間
約
2
万
頭
の
シ
カ
を

捕
獲
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
一
部
の
地
域

で
は
森
林
の
衰
退
の
進
行
が
抑
え
ら
れ
る
傾

向
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
森
林
が

元
の
状
態
に
戻
る
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
引
き
続
き
注
意
深
く
見
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
シ
カ
の
個
体
数
推
定

や
将
来
予
測
と
あ
わ
せ
て
解
析
を
行
い
、
森

林
の
衰
退
と
シ
カ
の
関
係
を
広
域
的
に
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
解
析
を
進
め
る
中

で
、
シ
カ
の
密
度
だ
け
で
な
く
、
長
期
間
に

わ
た
る
シ
カ
の
採
食
の
影
響
が
、
森
林
の
状

態
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
見
え

て
き
ま
し
た
。

一
方
、
捕
獲
の
効
果
と
み
ら
れ
る
変
化
も

確
認
さ
れ
て
お
り
、
適
切
な
管
理
に
よ
っ
て

森
林
の
状
態
を
改
善
で
き
る
可
能
性
も
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
衰
退
し
た
植
生
の

回
復
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
引
き
続
き

状
況
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
得
ら
れ
た
結
果
が
、
今
後
の
シ
カ
の

個
体
数
管
理
や
森
林
づ
く
り
の
検
討
に
活
か

さ
れ
、
地
域
の
森
林
が
よ
り
良
い
状
態
で
維

持
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
岐
阜
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
生

活
部
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
や
研
究

機
関
の
協
力
の
も
と
、
多
く
の
方
々
の
支
え

に
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

図1　落葉広葉樹林におけるSDR分布図（左：2014年、右：2024年）

SDR
被害小 ND

D0
D1
D2
D3
D4被害大
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森
林
研
究
所

　後
藤 

謙
宜

地
上
レ
ー
ザ
測
量
機
器
に
よ
り
取
得
し
た

地
形
情
報
に
つ
い
て

研究
コーナー

１
．は
じ
め
に

近
年
、
様
々
な
地
上
レ
ー
ザ
測
量
機
器

が
開
発
さ
れ
、
森
林
調
査
へ
の
活
用
も
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
は
対
象
物

に
レ
ー
ザ
光
を
照
射
し
、
そ
の
反
射
光
を

セ
ン
サ
で
受
信
し
ま
す
。
レ
ー
ザ
光
が
戻

る
ま
で
の
時
間
か
ら
距
離
を
計
算
で
き
る

た
め
、
物
体
の
三
次
元
位
置
情
報
を
点
群

デ
ー
タ
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
点
群
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
立
木
の
形
状
や
地
形
の
把
握
が

可
能
で
す
。　

今
回
は
、
森
林
調
査
用
の
地
上
レ
ー
ザ

測
量
機
器
に
よ
り
取
得
し
た
地
形
デ
ー
タ

か
ら
微
地
形
図
を
作
成
し
、
航
空
レ
ー
ザ

測
量
に
よ
り
取
得
し
た
地
形
デ
ー
タ
と
比

較
し
た
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

２
．方
法

調
査
は
美
濃
市
内
に
あ
る
岐
阜
県
立
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演
習
林
で
実
施
し

ま
し
た
。
地
上
レ
ー
ザ
測
量
機
器
は
体
の

前
方
に
装
着
し
た
状
態
で
現
地
を
踏
査
し
、

計
測
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。
計
測
に

よ
り
取
得
し
た
点
群
デ
ー
タ
（
図
１
）
を

機
器
に
付
属
す
る
点
群
解
析
ソ
フ
ト
で
解

析
し
、
地
形
を
点
で
表
現
し
た
Ｄ
Ｔ
Ｍ
（
数

値
地
形
モ
デ
ル
）（
図
２
）
を
作
成
し
ま
し

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
地
上

レ
ー
ザ
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
Ｃ
Ｓ
立
体

図
（
図
３
右
）
で
は
図
の
中
央
付
近
に
あ

る
谷
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
現
地

の
地
形
を
正
確
に
計
測
で
き
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
航

空
レ
ー
ザ
デ
ー
タ
の
精
度
が
低
い
場
所
で

は
地
上
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
っ
て
正
確
な
地

形
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

地
上
レ
ー
ザ
測
量
機
器
に
よ
り
取
得
可

能
な
点
群
デ
ー
タ
か
ら
は
地
形
以
外
に
も

様
々
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後

も
分
析
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
。
Ｄ
Ｔ
Ｍ
作
成
時
に
は
メ
ッ
シ
ュ
幅
の

選
択
が
可
能
で
す
。
メ
ッ
シ
ュ
幅
と
は
等

間
隔
に
点
を
配
置
し
た
際
の
点
間
の
距
離

の
こ
と
で
あ
り
、
作
成
す
る
図
の
解
像
度

に
影
響
し
ま
す
。
今
回
は
Ｄ
Ｔ
Ｍ
の
メ
ッ

シ
ュ
幅
を
50
㎝
に
設
定
し
、
微
地
形
図
と

し
て
Ｃ
Ｓ
立
体
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

３
．結
果

Ｃ
Ｓ
立
体
図
の
比
較
結
果
は
図
３
の
と

お
り
で
す
。
Ｃ
Ｓ
立
体
図
と
は
長
野
県
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
が
考
案
し
た
地
形
表
現

図
で
あ
り
、
谷
（
凹
）
地
形
を
青
色
、
尾

根
（
凸
）
地
形
を
赤
色
、緩
斜
面
を
淡
い
色
、

急
斜
面
を
濃
い
色
で
塗
り
分
け
て
い
ま
す
。

現
地
で
調
査
し
た
際
、
図
３
の
Ｃ
Ｓ
立

体
図
の
中
央
付
近
上
下
方
向
に
谷
地
形
を

確
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
航
空
レ
ー
ザ

デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
Ｃ
Ｓ
立
体
図
（
図

３
左
）
で
は
谷
の
上
部
の
み
谷
地
形
を
示

す
青
色
で
示
さ
れ
て
お
り
、
中
央
部
は
実

際
と
は
異
な
る
赤
色
の
凸
地
形
で
表
現
さ

れ
、
現
地
の
地
形
を
正
確
に
表
現
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
航
空
レ
ー

ザ
測
量
を
行
っ
た
際
、
対
象
地
が
ヒ
ノ
キ

の
過
密
林
で
あ
り
、
上
空
か
ら
照
射
し
た

レ
ー
ザ
光
が
林
冠
に
遮
ら
れ
地
表
面
ま
で

十
分
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
７
５

－

３
３

－

２
５
８
５

森
林
研
究
所
ま
で

写真 1　計測の様子図１　点群データ

※
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る
地
形
デ
ー
タ
は
、
「
平

成
25
年
度
　
越
美
山
系
砂
防
航
空
レ
ー
ザ
測
量
業

務
」
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

航空レーザデータ（※） 地上レーザデータ
1m メッシュ 50cm メッシュ

図３　CS 立体図の比較 図２　DTM（数値地形モデル）
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普及コーナー

下
呂
農
林
事
務
所
　林
業
課
　上 

平 

雄 

也

林
業
技
能
検
定
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

森
林
調
査
用
途
な
ど
で
普
及
の
進
ん
だ
小

型
空
撮
用
ド
ロ
ー
ン
で
す
が
、
空
撮
用
途
以
外

に
も
現
場
作
業
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
使
い

方
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
使
い
方
と
メ
リ
ッ
ト
】

そ
の
使
い
方
と
は
ズ
バ
リ
「
林
業
架
線
の

リ
ー
ド
ロ
ー
プ
架
設
」
で
す
。
そ
れ
っ
て
大
型

ド
ロ
ー
ン
じ
ゃ
な
い
と
無
理
じ
ゃ
な
い
？
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
よ
り

細
い
紐
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
小
型
の
ド
ロ
ー

ン
で
も
引
き
回
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

大
型
ド
ロ
ー
ン
で
の
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
架
設

と
比
べ
て
、
細
い
線
か
ら
太
い
線
へ
の
入
れ
替

え
回
数
が
増
え
ま
す
が
、
人
力
で
の
引
き
回
し

作
業
と
比
べ
れ
ば
、
十
分
に
省
力
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
何
よ
り
も
安
価
で
、
取
り
扱

い
が
楽
な
小
型
ド
ロ
ー
ン
で
作
業
可
能
と
い

う
点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

【
作
業
方
法
】

作
業
手
順
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

①
ド
ロ
ー
ン
に
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
（
ビ
ニ
ー
ル

紐
）
を
結
ん
で
飛
行
さ
せ
る
。
先
山
の
誘
導

者
が
紐
を
ド
ロ
ー
ン
か
ら
切
り
離
す
。
こ
の

作
業
を
２
回
行
う
。

②
ド
ロ
ー
ン
で
送
っ
た
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
２
本

を
先
山
側
で
滑
車
に
通
し
て
結
ぶ
。
土
場
側

に
あ
る
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
の
片
方
の
尻
手
に

４
㎜
の
ナ
イ
ロ
ン
製
ロ
ー
プ
を
繋
ぐ

③
土
場
側
か
ら
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
を
巻
き
取
り
、

ナ
イ
ロ
ン
製
ロ
ー
プ
に
入
れ
替
え
る
。

④
ナ
イ
ロ
ン
製
ロ
ー
プ
の
片
方
の
尻
手
に
通

常
使
う
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
を
繋
ぎ
、
入
れ
替
え

を
行
う
。
以
降
は
通
常
の
手
順
。

簡
単
に
手
順
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
ド
ロ
ー

ン
も
紐
を
結
ぶ
の
に
適
し
た
機
体
形
状
が
必

要
で
あ
っ
た
り
、
途
中
で
紐
が
断
線
す
る
こ
と

が
無
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
点
も
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。

一
度
現
場
で
実
践
し
て
み
た
い
な
ど
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

空
撮
用
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

　〜
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
の
引
き
回
し
〜
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バインダー紐を結んでの飛行

た
、
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
林
業
技
能
検
定

に
は
手
数
料
が
４
万
円
以
上
か
か
り
、
遠
く

の
試
験
会
場
ま
で
の
交
通
費
も
必
要
で
（
令

和
７
年
度
の
場
合
、
岐
阜
県
か
ら
比
較
的

近
い
会
場
は
石
川
県
か
奈
良
県
）
、
気
軽
に

受
検
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

◆
林
業
技
能
検
定
勉
強
会
を
開
催

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
林
業
技
能
検
定
の
こ
と

を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
、
令
和
８
年
３
月
３
日
に
林
業
技
能
検

定
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
外
部
講
師
と
し
て
株
式

会
社
岐
阜
緑
地
の
鈴
木
康
範
先
生
を
お
招

◆
試
験
の
概
要

　

林
業
技
能
検
定
に
は
等
級
区
分
（
１
級
、

２
級
、
３
級
）
が
あ
り
、
試
験
内
容
が
異
な

り
ま
す
。
ま
た
ど
の
等
級
に
も
学
科
試
験

と
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　

学
科
試
験
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
パ
ソ
コ

ン
で
の
試
験
で
、
○
×
問
題
や
四
択
問
題
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
技
試
験
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
護
パ
ン

ツ
を
身
に
着
け
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１
級
と
２
級
で

は
、
長
さ
１
ｍ
程
の
丸
太
が
立
て
ら
れ
て
い

て
、
そ
こ
に
受
け
口
と
追
い
口
を
作
成
し
ま

す
。
安
全
と
精
度
の
観
点
か
ら
評
価
を
受

け
ま
す
。
伐
木
競
技
の
簡
易
伐
倒
に
似
て

い
ま
す
。

◆
気
軽
に
受
検
で
き
な
い
？

　

１
年
前
、
こ
の
下
呂
地
区
の
林
業
関
係

者
と
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
技
能
検
定
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
受
け
た
方
が
い
い
の
か
、
そ

う
で
も
な
い
の
か
、
誰
で
も
受
か
る
の
か
、

難
し
い
の
か
。
」
と
い
う
反
応
で
し
た
。
ま

◆
は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
は
「
林
業
技
能
検
定
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
新
し
い
制
度
で
す
。
最
近
、
業
界
誌

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
何

と
な
く
気
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
林
業
技
能
検
定
と
は

　

「
技
能
検
定
」
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。

林
業
技
能
検
定
の
受
検
案
内
に
は
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

［
技
能
検
定
制
度
は
、
「
働
く
人
々
の
有
す

る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
国

と
し
て
証
明
す
る
国
家
検
定
制
度
」
で
、
技

能
に
対
す
る
社
会
一
般
の
評
価
を
高
め
、
働

く
人
々
の
技
能
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
職
業
能
力
開
発
促
進

法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
］

　

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
建
築
大
工
、
と
び
、

配
管
、
機
械
加
工
、
酒
造
、
製
麺
、
パ
ン
製

造
、
ピ
ア
ノ
調
律
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
、
接

客
販
売
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
林
業
も
令

和
６
年
度
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

き
し
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
令
和
７
年
度

に
林
業
技
能
検
定
１
級
に
合
格
さ
れ
て
お

り
、
希
少
な
林
業
技
能
士
で
す
。

　

ま
た
、
南
ひ
だ
森
林
組
合
に
協
力
を
お

願
い
し
、
会
議
室
と
土
場
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
用
の
丸
太
も
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
林
業
普
及
指
導
員
に
は

丸
太
の
固
定
器
具
を
持
ち
込
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

　

下
呂
管
内
の
林
業
事
業
体
と
下
呂
市
林

務
課
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
13
名
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

◆
林
業
技
能
検
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

勉
強
会
の
前
半
は
座
学
で
、
私
と
鈴
木

先
生
か
ら
、
林
業
技
能
検
定
の
概
要
を
説

明
し
ま
し
た
。
説
明
し
た
内
容
の
ほ
と
ん

ど
は
、
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
一
般
社
団
法

人
林
業
技
能
向
上
セ
ン
タ
ー
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
参

加
者
が
い
ち
ば
ん
気
に
す
る
の
は
、
受
検
す

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
ど
う
か
で
す
。

　

現
時
点
で
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
合

格
す
る
と
「
技
能
士
」
を
名
乗
る
こ
と
が
で

き
、
地
位
向
上
、
処
遇
改
善
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
２
級
以
上
は
、
国

有
林
の
入
札
（
総
合
評
価
落
札
方
式
）
で
加

点
材
料
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、
合
格

者
を
優
遇
す
る
措
置
が
広
が
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
今
挙
げ
た
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ほ
ど
魅
力
を
感
じ
な
い
方
も
少
な
く
な
い

講師の鈴木先生（林業技能士）
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普及コーナー

下
呂
農
林
事
務
所
　林
業
課
　上 

平 

雄 

也

林
業
技
能
検
定
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

森
林
調
査
用
途
な
ど
で
普
及
の
進
ん
だ
小

型
空
撮
用
ド
ロ
ー
ン
で
す
が
、
空
撮
用
途
以
外

に
も
現
場
作
業
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
使
い

方
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
使
い
方
と
メ
リ
ッ
ト
】

そ
の
使
い
方
と
は
ズ
バ
リ
「
林
業
架
線
の

リ
ー
ド
ロ
ー
プ
架
設
」
で
す
。
そ
れ
っ
て
大
型

ド
ロ
ー
ン
じ
ゃ
な
い
と
無
理
じ
ゃ
な
い
？
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
よ
り

細
い
紐
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
小
型
の
ド
ロ
ー

ン
で
も
引
き
回
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

大
型
ド
ロ
ー
ン
で
の
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
架
設

と
比
べ
て
、
細
い
線
か
ら
太
い
線
へ
の
入
れ
替

え
回
数
が
増
え
ま
す
が
、
人
力
で
の
引
き
回
し

作
業
と
比
べ
れ
ば
、
十
分
に
省
力
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
何
よ
り
も
安
価
で
、
取
り
扱

い
が
楽
な
小
型
ド
ロ
ー
ン
で
作
業
可
能
と
い

う
点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

【
作
業
方
法
】

作
業
手
順
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

①
ド
ロ
ー
ン
に
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
（
ビ
ニ
ー
ル

紐
）
を
結
ん
で
飛
行
さ
せ
る
。
先
山
の
誘
導

者
が
紐
を
ド
ロ
ー
ン
か
ら
切
り
離
す
。
こ
の

作
業
を
２
回
行
う
。

②
ド
ロ
ー
ン
で
送
っ
た
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
２
本

を
先
山
側
で
滑
車
に
通
し
て
結
ぶ
。
土
場
側

に
あ
る
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
の
片
方
の
尻
手
に

４
㎜
の
ナ
イ
ロ
ン
製
ロ
ー
プ
を
繋
ぐ

③
土
場
側
か
ら
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
を
巻
き
取
り
、

ナ
イ
ロ
ン
製
ロ
ー
プ
に
入
れ
替
え
る
。

④
ナ
イ
ロ
ン
製
ロ
ー
プ
の
片
方
の
尻
手
に
通

常
使
う
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
を
繋
ぎ
、
入
れ
替
え

を
行
う
。
以
降
は
通
常
の
手
順
。

簡
単
に
手
順
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
ド
ロ
ー

ン
も
紐
を
結
ぶ
の
に
適
し
た
機
体
形
状
が
必

要
で
あ
っ
た
り
、
途
中
で
紐
が
断
線
す
る
こ
と

が
無
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
点
も
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。

一
度
現
場
で
実
践
し
て
み
た
い
な
ど
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

空
撮
用
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

　〜
リ
ー
ド
ロ
ー
プ
の
引
き
回
し
〜
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バインダー紐を結んでの飛行

で
し
ょ
う
。
最
も
重
要
な
の
は
、
受
検
を
通

じ
て
安
全
な
所
作
を
身
に
付
け
る
こ
と
、

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師
の
鈴
木
先
生

も
、
「
安
全
な
作
業
が
ち
ゃ
ん
と
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
長

期
的
に
見
た
と
き
の
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
る
」

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

◆
学
科
試
験
の
準
備

　

選
択
問
題
と
は
言
っ
て
も
、
合
格
す
る

に
は
や
は
り
事
前
に
勉
強
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
、
鈴
木
先
生
も
説
明
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

過
去
問
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
学

科
試
験
用
の
教
本
が
全
国
林
業
改
良
普
及

協
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
そ
の
教
本
は
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
研

修
テ
キ
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
な
の
で
、
そ

れ
で
勉
強
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

◆
実
技
試
験
の
準
備

　

勉
強
会
の
後
半
で
は
、
実
技
試
験
を
模

擬
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
鈴
木
先
生

に
お
手
本
と
し
て
実
演
し
て
い
た
だ
き
、
続

い
て
参
加
者
数
名
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

や
は
り
先
生
や
他
の
参
加
者
が
じ
っ
と

見
守
る
な
か
で
の
作
業
は
か
な
り
緊
張
す

る
よ
う
で
、
分
か
っ
て
い
て
も
不
安
全
な
行

動
（
例
え
ば
、
チ
ェ
ー
ン
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け

ず
に
歩
い
て
し
ま
う
等
）
を
と
っ
て
し
ま
う

よ
う
で
し
た
。

　

実
技
試
験
で
は
、
受
け
口
の
向
き
や
深

さ
、
ツ
ル
の
厚
み
等
の
精
確
さ
が
問
わ
れ

ま
す
。
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
ベ
テ
ラ

ン
揃
い
で
、
実
力
は
充
分
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
本
番
で
そ
の
技
能
を
発
揮
す
る
に
は
、

あ
る
程
度
練
習
が
必
要
だ
と
思
い
知
ら
さ

れ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
減
点
項
目
が
細

か
く
、
普
段
ほ
と
ん
ど
意
識
し
な
い
も
の
も

含
ま
れ
る
の
で
、
で
き
れ
ば
経
験
者
の
指
導

の
下
で
練
習
し
、
だ
め
な
と
こ
ろ
を
指
摘
し

て
も
ら
う
の
が
よ
い
と
、
参
加
者
に
は
お
伝

え
し
ま
し
た
。

◆
今
後
は

　

勉
強
会
終
了
後
、
あ
る
参
加
者
か
ら
、
受

検
し
て
み
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
よ
い
結

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
情
報
提
供
な
ど
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
林
業
技
能
検
定
に
限
ら
ず
様
々
な

取
り
組
み
を
通
じ
、
経
営
者
や
木
材
の
ユ
ー

ザ
ー
ま
で
も
含
め
た
業
界
全
体
と
し
て
、
現

場
の
安
全
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

実技の模擬試験に挑戦

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
６

－

５
２

－

３
１
１
１

下
呂
農
林
事
務
所
ま
で
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名
も
な
き
氷
瀑

〜
国
有
林
の
名
勝
紹
介
〜

国有林の現場から

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（251）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（158）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（162）

コラム

このたび、久しぶりに編集委員として「森林のたより」の制作

に携わることとなりました。原稿確認を進める中で、改めて岐

阜県の豊かな森林や、それを支える多くの方々の活動の大切さを実感し

ております。以前担当していた頃と比べ、森林を取り巻く環境や課題も

少しずつ変化していますが、森林を守り育てる思いは変わらないと感じ

ました。本誌を通じて、沢山の方に森林への関心や親しみを持っていた

だければ幸いです。今後ともよろしくお願いいたします。

「森林のたより」編集委員　岐阜文芸社　曽我部 利幸

7月1日
発行

7月号予定

地域の人

滝
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
だ
後
は
、「
御
嶽
濁

河
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」で
源

泉
か
け
流
し
の
温
泉
に
つ
か
り
、
冷
え

た
体
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
日

帰
り
入
浴
も
で
き
ま
す
の
で
、
御
嶽
登

山
の
帰
り
の
利
用
も
お
薦
め
で
す
。）

今
回
紹
介
し
た
場
所
は
、
大
自
然
が
相

手
の
体
験
と
な
り
危
険
が
伴
い
ま
す
。
３

月
に
は
別
の
場
所
で
氷
柱
が
転
倒
し
不

慮
の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
救
助
に

あ
た
る
隊
員
も
危
険
を
有
し
、
救
出
が

困
難
で
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
や

め
る
、
引
き
返
す
と
状
況
判
断
も
必
要

な
の
で
、
計
画
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
ガ

イ
ド
と
入
林
し
て
く
だ
さ
い
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

ま
し
た
。

道
中
で
は
、
ウ
サ
ギ
、
キ
ツ
ネ
、
リ
ス
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど
の
足
跡
を
見
る
こ
と

も
あ
り
、
野
生
動
物
の
行
動
を
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歩
く
こ
と
１
時
間
く
ら
い
、
ガ
イ
ド
か

ら
の「
い
い
よ
」の
掛
け
声
が
あ
り
、
そ

れ
ま
で
足
元
を
見
な
が
ら
雪
道
を
一
歩

一
歩
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り

顔
を
上
げ
る
と
、
そ
の
光
景
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。

う
っ
す
ら
と
青
い
色
を
し
た
氷
の
柱
、

氷
の
カ
ー
テ
ン
、
語
彙
力
が
な
く
表
す

の
に
適
当
な
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん

が
、
高
さ
20
ｍ
、
幅
50
ｍ
の
氷
瀑
が
そ

こ
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
氷
瀑
な
ん
と
、
滝
の
裏

側
へ
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

氷
瀑
の
裏
側
は
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
、
何
本
も
の
薄
い
青
色
の
氷
柱
が

立
ち
並
ぶ
幻
想
的
な
空
間
で
し
た
。

滝
の
裏
側
か
ら
戻
っ
た
ら
、
お
昼
御
飯

で
す
。
今
回
は
、
ラ
ン
チ
付
き
コ
ー
ス

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
、
紙

袋
を
受
け
取
り
、
雪
の
ベ
ン
チ
に
座
り

暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
、
少
し
で
も
涼

し
く
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
冬
の
話
題
を

一
つ
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
岐
阜
森
林
管
理

署
管
内
、
下
呂
市
小
坂
町
落
合
国
有
林
に

あ
る
名
も
な
き
氷
瀑
で
す
。
夏
の
間
は
、

深
い
森
の
中
、
道
も
な
く
背
丈
ほ
ど
あ

る
サ
サ
に
覆
わ
れ
訪
れ
る
こ
と
も
困
難

で
す
が
、
雪
が
積
も
り
サ
サ
が
姿
を
消

し
た
真
冬
に
ガ
イ
ド
の
案
内
が
あ
っ
て

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

案
内
し
て
く
れ
る
の
は
、
小
坂
に
あ
る

「
ニ
ジ
イ
ロ
ワ
ー
ク
ス
」の
ガ
イ
ド
で
す
。

ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
を
す
る
と
国
有
林

へ
の
入
林
届
等
の
手
続
き
も
行
っ
て
く

れ
ま
す
。

当
コ
ー
ス
は
、
シ
ラ
ビ
ソ
や
ト
ウ
ヒ
、

ダ
ケ
カ
ン
バ
等
の
大
木
の
立
ち
並
ぶ
静

か
な
森
の
中
を
進
み
ま
す
。
往
復
６
㎞
、

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
雪

の
中
を
歩
く
た
め
、
雪
の
状
況
に
よ
り

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
や
ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
雪
の
状

況
が
良
く
チ
ェ
ー
ン
ス
パ
イ
ク
を
装
備

す
る
だ
け
で
滝
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

い
た
だ
く
こ
と
に
、
メ
ニ
ュ
ー
は
ス
ー

プ
ジ
ャ
ー
に
入
っ
た
温
か
い
ス
ー
プ
と

岐
阜
森
林
管
理
署
近
く
に
あ
る
、
パ
ン

屋
さ
ん「
ひ
こ
ま
さ
」の
天
然
酵
母
を
使

用
し
た
パ
ン
を
２
つ
、
ハ
ー
ド
系
の
パ

ン
は
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
甘
み
が
感
じ
ら

れ
、
氷
瀑
を
見
な
が
ら
お
い
し
く
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
後
は
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
滝
を
眺
め
ゆ
っ
く

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
寒
く
な
っ

て
き
た
の
で
、
名
残
惜
し
い
で
す
が
帰

る
こ
と
に
。

滝
が
結
氷
し
、
道
中
の
雪
が
安
定
し
て

い
る
期
間（
お
お
む
ね
２
月
中
で
す
が
天

候
に
左
右
さ
れ
ま
す
）し
か
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ニ

ジ
イ
ロ
ワ
ー
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（251）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（158）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（162）

コラム

このたび、久しぶりに編集委員として「森林のたより」の制作

に携わることとなりました。原稿確認を進める中で、改めて岐

阜県の豊かな森林や、それを支える多くの方々の活動の大切さを実感し

ております。以前担当していた頃と比べ、森林を取り巻く環境や課題も

少しずつ変化していますが、森林を守り育てる思いは変わらないと感じ

ました。本誌を通じて、沢山の方に森林への関心や親しみを持っていた

だければ幸いです。今後ともよろしくお願いいたします。

「森林のたより」編集委員　岐阜文芸社　曽我部 利幸

7月1日
発行

7月号予定

地域の人

森林・林業関係イベントカレンダー（6～7月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

6月23日㈫～
6月24日㈬

走行集材機械の
運転業務特別教育

●講習時間： 23日 学科：9:00~16:00
　　　 　　  24日 実技：9:00~16:00
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：46,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
（学科及び実技一部免除者を含む。実技講習は
10名単位の開催となりますので実技受講者が
10名以上の場合は翌日になりますのでお問合
せ下さい。）

23日（学科）
ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）
24日（実技）
関市地内山林（予定）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

7月7日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間： 学科 8:55~15:20
　　　　　　実技 15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：12,100円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

恵那建設会館
（恵那市大井町2087-276）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

7月8日㈬～
7月10日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間：  8日 学科　 8:50~17:10
　　　　　　  9日 学･実  8:50~12:30
　　　　　　10日 実技　 8:30~17:10
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：24,530円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

8日（学科）　
9日（学･実）
恵那建設会館
（恵那市大井町2087-276）
10日（実技）
加子母森林組合
（中津川市加子母4872-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（4月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（4月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

76,000

75,000

155,000

88,000

91,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ４ｍ元木・尺上良材は出材が少なく、入札は平常、価格は保合。ス
ギラミナ向け３ｍ・４ｍ材は強含み。ヒノキ元木良材４ｍは入札旺盛で活気
あり、価格は強含みで引き合いは強い。ヒノキ３m・４ｍ構造材の価格は保
合。合板向けは価格は保合ながら納材は順調。製紙向けパルプ材、発電
向け未利用材はともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）　  
　スギは全体的に安定しているが、ヒノキ並材は弱含み傾向。マツ、ヒメ
コは需要期が終了したため、伐採計画のある方は冬期の伐採を勧めま
す 。広 葉 樹はサクラ、クリ、ナラの 引き合 いが強 い 。高 値はナラ
2.1m×44cm@40,800円、クリ2.2ｍ×38cm＠42,700円、サクラ
3.0m×38cm@33,800円、クリ4.2m×36cm@45,300円（飛騨）

　スギ、ヒノキともに良材への応札が目立ち、市場はにぎわいをみせた。
ヒノキは４ｍ元木や中目良材を中心に地元工務店の引き合いが強いもの
の、相場は保合で推移。３ｍ材では元木尺上材・柱役物材の需要が多く、
強保合となった。構造材向け３ｍ・４ｍは引き合い堅調で、価格は弱保合で
推移。２ｍ材は尺上良材が保合で推移した、一方20cｍ以下材は荷動き
鈍く弱含み。スギは品薄が続く中、４ｍ元木・中目良材ともに引き合いが好
調で強保合を維持。４ｍ（24cm以上）構造材および３ｍ材も品薄感から
強保合で推移した。６ｍ長柱向け材（16cm～22cm）は需要堅調で、好
調な動きが続く。合板向け材は価格保合ながら納材は順調、ラミナ向けも
横ばいで推移しているものの、今後の動向には注視が必要。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

丸太の表層の丸身をチップ状に削り落とすと同時に製材品を生産する装置。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1901回

岐
阜
共
販
所

第1502回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

14,500

－

－

25,000

－

－

87,000

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

45,300

－

－

19,000

28,000

30,000

30,000

－

－

－

61,000

－

－

14,600

13,500

14,500

14,300

13,000

17,000

20,400

19,000

19,700

19,300

19,200

－

14,700

14,800

14,000

20,400

19,700

19,200

19,000

－

12,000

13,000

－

14,000

14,000

14,500

15,000

20,000

19,500

28,000

12,000

20,000

19,500

29,000

29,500

－

第1836回

東
濃
共
販
所

木材市場

432
439
468
－

→
→
→
－

2,249

662

3,352

3,240

13,392

2,900

3,900

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

チッパーキャンター

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍまつ

4月23日

4月14日

4月22日
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